
 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸ，ＣＴＲによる 

  Ｔｉｔａｎｉｕｍの配向関数計算 
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概要 

 材料の方位解析として、ＮＤ，ＲＤ，ＴＤ方向への傾きを解析する場合、｛００１｝完全極点図から 

   ＫｅａｒｎｓＭｅｔｈｏｄによる解析が行われている。 

   本資料ではＬａｂｏＴｅｘにより以下の方位の極点図を作成し、 

   ＬａｂｏＴｅｘ，ＣＴＲ，ＭＴＥＸによる解析例を示す。 

  

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘによるＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒｓ 

ＭＴＥＸによる｛００１｝、｛０１０｝、｛１００｝極点図解析によるＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｓ 

ＣＴＲによる｛００１｝極点図のＫｅｒａｎｓＦａｃｔｏｒｓの比較 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒｓ 

  

 

ＭＴＥＸによるＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒｓ 

  

 

 



ＣＴＲによるＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒｓ 

  

  以下では小数点以下４桁表示 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 Ｃｕｂｉｃの配向関数は全て１／３になる。今回、ｃｕｂｅの｛００１｝極点図と同様の極点図を 

作成し、評価を行った。 

Ｔｉｔａｎｉｕｍの(001)[100], (010)[100], (010)[001]の加算を行った。 

 

   (001)[100]    (010)[100]   (010)[001] 

    

よって期待値は０．３３３３である。 

  

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸはＯＤＦ結果から計算、ＣＴＲは｛０００１｝極点図から計算 

ほぼ同一結果が得られます。 

ＣＴＲでは、ＬａｂｏＴｅｘでＥｘｐｏｒｔされた小数点以下２桁で計算し、ＬａｂｏＴｅｘの精度は期待でき

ない。 

一方、ＭＴＥＸでは、小数点以下２桁でＯＤＦ解析を行い、矛盾点が解消された結果で精度が増加していると 

解釈出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


